
 

 

１．科目名（単位数） 多文化コミュニケーション （2単位） 

３．科目番号 GELA1336 

２．授業担当教員 野口 生也 

４．授業形態 講義、ペアワーク、グループディスカッション、グループ発表 ５．開講学期 秋期 

６．履修条件・ 

他科目との関係 
「多文化理解入門」を受講していることが望ましい。 

７．講義概要 

グローバル化が進むにつれ、異なる母語・習慣・価値観をもった人たち同士の多文化コミュニケーションは

日常的になりつつある。本講義は、自分の視野をこのような多文化「共生社会」にむけて広げ、必要とされ
るコミュニケーション能力を修得することを目的とする。具体的には、多文化コミュニケーションを構成す
る「言語」「コミュニケーション」「文化」の３つの基本的概念を理解し、多文化コミュニケーションのしく

みを理解する。次に、様々なコミュニケーション活動や教科書のエクササイズを行い、多文化コミュニケー
ションのスキルを理解し養っていく。最後にグローバル時代における多文化コミュニケーションの役割と多
文化共生の在り方について自分なりの意見を発信する。 

８．学習目標 

1. 多文化コミュニケーションを構成する基本概念とそのしくみについて理解する。 
2. 多文化コミュニケーションのスキルを理解し身につける。 
3. グローバル時代の多文化コミュニケーションの役割と多文化共生の在り方について自分の意見を発信で

きる。 

９．アサイメント 
（宿題）及びレポ

ート課題 

１．学習課題の事前学習と事後学習を行うこと。 

２．授業内課題は授業の終わりに提出すること。 
３．グループ発表で自分が担当する箇所のpptファイルを第１３回授業日までに提出すること（発表とともに
評定の方法「２ 試験」として評価）。 

10．教科書・参考書・ 

教材 

【教科書】なし 
【参考書】授業時に指示する。 
【教材】事前に次回「授業内容」の資料を配布する。 

11．成績評価の規準

と評定の方法 

○成績評価の規準 
1. 多文化コミュニケーションを構成する基本概念とそのしくみについて理解できたか。 
2. 多文化コミュニケーションのスキルを理解し身につけることができたか。 

3. グローバル時代の多文化コミュニケーションの役割と多文化共生の在り方について自分の意見を発信で
きたか。 

○評定の方法 

以下の点を総合して評価する 
１ 授業への参加態度 総合点の 30％ 
２ 試験（小テスト・期末テスト・口頭発表試験 等） 総合点の 30％ 

３ 提出課題（レポート等） 総合点の 40％ 

12．受講生への 

メッセージ 

分からないことや共有したいことがあれば、積極的に発言しましょう。ペアやグループでの活動では、お互
いを尊重し、協力しましょう。 

13．オフィスアワー 授業内で周知する。 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 
シラバスの説明 

異文化コミュニケーションとは 

事前学習 
シラバスを読み、扱う内容について把握する。 

 

事後学習 資料を読み返し、重要点を整理する。 

第２回 異文化理解への態度 
事前学習 

資料を読み、難しい用語の意味を調べる。 

 

事後学習 資料を読み返し、重要点を整理する。 

第３回 文化とは 
事前学習 

資料を読み、難しい用語の意味を調べる。 

 

事後学習 資料を読み返し、重要点を整理する。 

第４回 コミュニケーションとは 
事前学習 

資料を読み、難しい用語の意味を調べる。 

 

事後学習 資料を読み返し、重要点を整理する。 

第５回 高コンテクストと低コンテクスト 
事前学習 

資料を読み、難しい用語の意味を調べる。 

 

事後学習 資料を読み返し、重要点を整理する。 

第６回 自己開示 
事前学習 

資料を読み、難しい用語の意味を調べる。 

 

事後学習 資料を読み返し、重要点を整理する。 

第７回 パラ言語 
事前学習 

資料を読み、難しい用語の意味を調べる。 

 

事後学習 資料を読み返し、重要点を整理する。 

第８回 言語コミュニケーション 
事前学習 

資料を読み、難しい用語の意味を調べる。 

 

事後学習 資料を読み返し、重要点を整理する。 

第９回 非言語コミュニケーション 
事前学習 

資料を読み、難しい用語の意味を調べる。 

 

事後学習 資料を読み返し、重要点を整理する。 



 

 

第１０回 
エンパシー（共感） 

※発表グループ分け 

事前学習 資料を読み、難しい用語の意味を調べる。 

事後学習 
資料を読み返し、重要点を整理する。グループ

で発表内容と担当を話し合う。 

第１１回 エポケー（判断留保） 

事前学習 資料を読み、難しい用語の意味を調べる。 

事後学習 
資料を読み返し、重要点を整理する。自分の発

表箇所を準備する。 

第１２回 アイ・ステートメント（わたし文） 

事前学習 資料を読み、難しい用語の意味を調べる。 

事後学習 
資料を読み返し、重要点を整理する。自分の発

表箇所を準備する。 

第１３回 
アサーティブ・コミュニケーション 

※発表 pptファイル提出 

事前学習 資料を読み、難しい用語の意味を調べる。 

事後学習 
資料を読み返し、重要点を整理する。グループ

で発表のリハーサルをする。 

第１４回 グループ発表と質疑応答① 
事前学習 

グループで打ち合わせと発表の最終リハーサ

ルをする。 

事後学習 発表後の反省点や質疑応答の内容を整理する。 

第１５回 

グループ発表と質疑応答② 

発表に関するディスカッション 

授業全体の総括および提出物確認 

事前学習 
グループで打ち合わせと発表の最終リハーサ

ルをする。 

事後学習 
発表後の反省点、質疑応答、ディスカッション、

総括の内容を整理する。 

 


